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雇用調整助成金のご利用に関する相談は、管轄のハローワーク、助成金センター等

で承っております。お問い合わせ先は、下記QRコードからご確認いただけますので

是非ご利用ください。

また、その他の支給要件については、雇用調整助成金ガイドブックでご確認いただけます。

雇用調整助成金

ガイドブック

生産量要件の「最近３か月の生産量等の生産指標が前年同期と比べて

10％以上減少」は、３か月全てで減少している必要はありますか。

よくあるご質問

３か月全てで減少している必要はありません。

直近１か月の生産量等が急激に落ち込んだ場合、それまでの２か月の生産量が

減少していなくても、３か月平均で対前年同期と比べて10％以上減少していれば生

産量要件を満たします。

生産量要件で比較する生産指標は

どのようなものがありますか。

生産量・売上高の他、販売量や

完成工事高等があります。

休業等の雇用調整を実施せざるを得

ないことを推定する指標（雇用量の

変動との相関が高い指標）を用いる

ことができます。

お問い合わせ先

休業

R8.7.16

生産量要件は、支給対象期間の初日が属する月の前月まで、又は前々月までの

３か月間と、対前年同期を比較します。

R8.６.1R8.５.1R8.４.1R８.３.1 R8.7.1

前月までの３か月間の生産量等の平均

前々月までの３か月間の生産量等の平均

最近３か月の間に従業員を新規に

採用しましたが、要件を満たしますか。

最近３か月間の雇用保険被保険者等の

月平均値が、前年同期と比べ、10％を

超えてかつ４人以上増加していなけれ

ば、要件を満たします。

（※）大企業の場合は要件が異なります。最近

３か月間の考え方は生産量要件と同じです。

※例：支給対象期間の初日をR8年７月１6日とする場合
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